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雜 報

第 四　 生理的食鹽水とリンゲル氏液

松 山市　 牧 野 武 喜

失 血致 死の原 因が血液を直接に失ふ と云ふ よりも血壓下降に よる事を知 られた る以降吾人 は生理的食鹽水或 に

同種屬(種 を異にす る も屬 を同ふす ろ動物 なれ ば無害な り)の 血液を注入す る事に よりてVerblutuugstodに 陷 ら

ん とす る動物或に人を救濟 す る事を得 ろと(人 類 にては常 量の二分の一以 上の血液即 ち體重の約2.5-3%に 相當

する血液 を失み時 は死 亡す るものな り)同 時に血中の毒物 を稀釋 す る目的,組 識 の生理 的實驗 或 に新 陳代謝 健進

又 に衰弱 患者の血屋 昇騰の 目的等(衰 弱 患者は往 々血屋の漸 次下降に よりて脈勢 不良 とな る事 あ り此 の如 き際に

は「カンフォル」を注みす る も效果を見す.生 理的食鹽水 の注 入によりて始めて脈勢恢 復す る ものな り)に 向つ て應

用 せ らろるに至 りた るが故に其使 用の途 今 日にては頗 る擴大ぜ られた る所以な り,而 して製 法上Physiologische

 Salzlosungは 細胞 の滲透壓 と同様に作成 せ らるべ き事は組識保護 上最 も緊要なる件 な り,而 して藍含有 の割合 は

冷血動 物にて は0.7%温 血動 物にて に09%を 以て普通 となぜ ど も元 來滲透壓 な るものは季 節雌雄 及び共他個性

の關係 に よりて恒 に變 動するが故に冷血動物 にては0.55-0.8%温 血動物 なれば0.8-1%と ひ(使 用す る事を得

べ し然 りと錐生理 的食鹽 水な る ものは動物及び人體 組織の保護 に就 てに絶 對的完全な るもの と得 す る事を得す如

何 となれ,ば神經或 に筋 肉を生理 均食鹽水 中に浸漬す る時は暫 時に して 其傳導性 及び興 奮性を消失 すると細胞 の電

氣 傳導 度を増 してIonに 封 して透 過性 を増加 す るが故な り,今 試に海蟲を生理的食鹽水 中に放つ時 は一定 時後に

に死滅 する もの な りと雖之に小量 のKCI & CaCl,を 加 ふ る時 に神經筋肉及 び海蟲等の死減 す る事單純 の生理 的

食鹽 水に比較 して遙 に遲 し其理 由に血漿及 び海 水の成 分に近似 すると細胞 膜の透過不純 性 とな るに因 るものな り

例へばRuppia maritimaが 諸種 の鹽類 中にて生存す る日数を知 り次 で筋の興奮及び神 經傳導 の繼 續すべ き時間 と

を研 究せば疑 問は容易に了解す る事を得べ し(鹽 類に悉 く海 水に含有せ らるる分量 と均同 とす)Rnppia mazitina

の鹽類生存 日數試驗 は次の如 し.

1.海 水に てに生命は無限 　2.蒸 餾 水 中 にて に約80日 間

3.食 鹽 水 中 に て は23日　 4. KCI溶 液 にて は56日

5. CaCl2溶 液 に て は58日　 6. MgCl2溶 液 に て は19日

7. MgSO4て は23日　 8. NaC1+KCl 23日

9. NaCl+MgCl2 25日　 10. NaC1+CaCl2 65日

11. NaCl+MgCl2+KC1 30日　 12. NaCl+MgCl2+CaCl2 45日

13. NaCl+KCl+CaC12 88日　 14. NaCl+KCl+CaCl2+MgC12+MgSO4無 限

既 記 の 理 由 に 因 り現 今醫 療 に從 事 す る もの は宜 し く 以 上 の 試 驗 に 注 目 し決 して 單純 の生 理 的 食鹽 水 な 使 用 すべ

か らす 理 想 的 と して は恒 にRingersche Losungな 使 用 す る事 な忘 却 すべ か らす,鹽 溶 液 製 品 の確 實 だ る もの は獨

逸 製 メ ル ク會 社 或 に カ ー ル バ ウ ム の製 造物 を 以 て 安 全 第 一 とす,内 地 製 の もの は精 密 な る生 理 的 實 驗 に は悉 く使

用 すべ か らざ る もの な り,今 諸大 家 が動 物 に實 驗 せ し鹽 溶 液 の成 分 心示 せ ば次 の如 し.
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Ringersche Losung

(甲)蛙 の心臟用

(乙)蛙 の神經及び筋肉用

ロ ツク氏 液Lockische Losung

温血動物心臓用

Tyrodesche LSsung

温血動物腸用

右 に述べた るが如 くRingirsche LosungにHelzschlagア ニると同時に組織 に對 して最 も滴 當な る保護液 に して共

液溶中に含有 せ らるる所のNa, K & Ca等 の各Ionは 工海 水中に於 ける所のNa, K & Caの 分量 と近似す但 し海水

中ににMg存 在す る も動物にては腸 以外にMgの 必要な し.

右 の理由に よりて結論 な下せ ば次欠の如 し.

單純 の生理的食鹽 水は組織 及び海蟲に向 つて絶對 的最良の保護溶解 と斷言 す ろ事能 にす,然 るに地方 の醫 者間

には現今猶 治療に向つて純生理的食鹽水な使用 するもの多 きは眞に奇怪此 の事 の感なき能 はす,故 に卿 か茲 に愚

説 な披瀝 して以て諸氏 の一考 に供 せ し理 由なり.

會 員 動 靜

岡山醫科大學助教授　安 藤 守 元

本俸十級俸下賜　 (四月三十日)

叙從四位　 正五位勲三等功五級　砂 堀 雅 人

海軍軍醫少將正五
位軸三等功五級 　砂 堀 雅 人

特 旨デ以 テ位一級被進　 (四月十五日)

豫備役被仰付　 陸軍 二等軍醫正　 重 富 貫 二

從 五位勲六等　 久 保 信 之

叙動五等授瑞寳章

陸 軍三等軍醫正　 淵 嘉 吉

陸 軍三 等軍醫正　 守 山 貞 一

陸 軍三等軍醫 正　大 塚 文 雄

豫 備役被仰付　 (五月二十五日)

岡山醫科大學助教授　安 藤 守 元

依願免本官　 (五胆十八日)

岡山醫科大學助教授　關 楊 代 五 郎

本俸八級俸下賜　 (五月二十九日)

叙正六位　 從六位勲五等　藤 河 喜 人

陸軍三等軍醫正從六位勲五等　藤 河 喜 人

特旨ヲ以デ位一級被進　 (五月二十八日)

陸軍一等軍醫　石 井 義 章

陸軍運輪部御用掛テ命ス　 (六月五日)

岡山醫科大學教授從六位　金 子 廉 次 郎

任九州帝國大學教授

叙高等官五等
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笠 井 經 夫

任岡山醫科大學助教授

叙高等官七等

岡山醫科大學助教授　笠 井 經 夫

本俸十一級俸下賜

職務俸金参百圓下賜　 (六月六日)

賜二等給　 陸軍一等軍醫　倉 内 嘉 也

(六月十二日)

渡 邊 國 義

赤 尾 壽

(各通)

清 水 勝 男

田 代 登

寺 本 重 樹

見 玉 利 堯

高 井 嘉 一

菱 田 昌 雄

八 木 忠 亮

叙 正 八位　 (四月十五 日

利根軍醫長兼分隊
長海軍軍醫大尉 　長 谷 川 靜 一

衆補出雲軍醫長分隊長　 (六月十五 日

○金子廉次耶君　別項の如く九州帝國大學教授に轉任せられたる同君は去月三十日當地な山發赴任せられたり

○竹 島光 藏君　は先般岡山醫科大甲講師を囑託せられ「ソントゲン」科な擔任せられたり

○姜 龍 雲君　は今般朝鮮成興慈悪醫院に轉勤せられたり

○渡 邊 國義君　に豫て岡山醫科大學産婦人科教室に勤務し居られこか今般編島市大原病院に轉勤せられたり

○高山榮次耶君　に豫て福島市佐藤病院に勤務し居 られこか今般辭職靜岡縣富士郡大宮町に於て開業せられたり

○淵 嘉 吉君　今般陸軍を辭せ られたる同君は郷里大分縣西國東郡香 地々町に於て開業せられたり

○菱 田 昌雄君　に今般郷里京都市相樂郡大河原吋に於て開業せられたり

○藤 井貫 一君　は豫て大阪市東匠小橋元町に於て開業し居 られこか今般郷里大阪府南河内郡藤井村に於て開業

せられたり

○松 岡意 敬君　は豫て岡山醫料大學附属醫院小見科教室に勤務し居 られしか今般辭職當市弓之町に於て開業せ

られたり

○杉 山貴 一君　は今般小倉市大字篠崎清水ケ原に移轉せ られたり

○志摩 次郎君　は豫て京都帝國人學醫學部小見科教室に於て研究中なりこか今般神奈川縣鎌倉町大町に轉居せ

られたり

○岩男其二郎君　に今般大連市三河町に移轉せられたり

○砂 堀 雅 人君　曩に陸軍を辭せられたる同君は目下廣島市皆實町に寓居せらる

○木 下 益雄君　は今般東京市本郷匠西片町十番地ろノ十五號に移轉せられたり

〓第 一 回中 國 眼科 集談會　 六月七日(日曜)午後一時より岡山醫大南臨牀講義室に於て第一回中國眼科集

談會開催さろ.出 席會員五十名.庄 司博士開會の辭を述べ中國眼界の歴史に特記さるべき本會が常に溌溂と躍動

し而も街はす着實に成長し行がむ ことな希望 し,前學長藤田博士な議長に推薦して議事に入る.

決 議 事 項

1.中 國眼科集談會は實地醫家に必要なる眼科の問題の集談を主とし,學 術的研究理論等の發表又に紹介な副

とし併せて會員相互の親睦な計るな以て會是とす.

2.本 會に會長一名幹事鼓名書記一名な置く,會 長は創立委員の協議決定にまかせ,幹 事及び書記の任命は會
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長に一任す.

3.本 會の本部な岡山醫科 大學眼科教室内に置 き當分岡山智科大學に開催す る事 とす.

4.開 會 は六月及 び十月の 二囘 とし成 る可 く農繁期な選み,會 長之を決定 す.

5.開 會期 日及 び演 題募集 は毎會全會員に之 な通知す演題決定の上に更 に之 な通知 す.

6.會 費は當 分一年金臺圓 と し徴收に振替 口座による.

7.會 報 は全會員に途 付す.

創 立委員協議 及び會長 の指 名に よりて決定ぜ る事項左 の如 し.

會 長　 庄 司 義 治 君

幹 事　 藤 原 鐵 太 邸 君　 筒 井 徳 光 君　 藤 田 秀 太 郎 君

藤 井 清 信 君　 矢 田 清 一 耶 君　 田 丸 要 槌 君

書 記　 大 森 善 定 君

午後 二時講演 に うつる.

1.特 發性網膜剥離に よりて見出 され た る慢性腎臓 炎の二例　 岡山繋 大　 山 田 金 吾 君

2.輪 状網膜 炎の 一例　 倉敷 中央病院　 末 永 充 太 郎 君

3.流 行性膿脊髓 炎(?)の 經 過中に 出せ る急 性緑内障の 一例　 岡山縣 久来郡　 西 下 武 次 郎 君

4.肺 炎菌性結膜炎の頻 度に就 て　 廣 島縣蘆 品郡　 森 信 岩 君

5.眼 窩肉腫の 一例　 尾 道市　 吉 本 良 槌 君

6.胎 生學的標本供覽　 岡 山響大　 藤 井 清 倍 君

7.「 アタ キシー」を伴へ る急性酒 精中毒黒 内障に就て　 岡 山留大　 大 森 操 君

8.(1)一 眼 性 色素性網膜變性 症 (患者供覽)

(2)「 ラムボ ルト,ピ ヱー ス」を使用す るラグ ランジ式鞏 膜切除に就 て(患 者供覽)

(3)單 色光と云 ふ事 に就て(器 械 供覧)　 岡山醫大　 庄 司 義 治 君

休 憩 十 五 分

9.遺 傳性水晶體 偏位症　 兵庫縣明石市　 木 村 五 六 君

10.交 感性眼炎の二例　 岡山市　 田 丸 要 槌 君

11.角 膜「ウ ルクス,セ ル ベンス」の治療 法　 廣 島市　堀 田 莞 三 君

12.(1)黄 斑部鉄損症 と随意眼球振蘯症

(2)眼 球 内鐵片摘 出の失敗 と成功　 岡 山醫 大　 庄 司 義 治 君

七 時講演 な終 り八時 より岡山杜交倶樂 部にて懇 視會 な開 く出席者四十名.長 谷部貞雄君の視辭,藤 原鐵太郎 君

の挨拶,倉 員 各自の自己紹 介及び感想談 あ り,守 屋純 太郎氏考 案の結膜結石抽 出用眼瞼緊挾 器の寄贈 あり,或 は

「トラホ ーム」治療法の選定につ き或 は診噺 標準の疑 義に關 し「コ カイ ン」使用 の適 否に就 て意見の交換 あ り談笑裡

に神益 する處 少な か らす.散 會ぜ しは 十一時半.

〓 夏 期 講 習 會　 國民生理學研究會主催にて本年八 月二日よ り一週間京都帝國 大學附屬醫院 西大講 堂に於て

夏期講習會な開催 し内分泌附生殖 に關 し石 川日出鶴丸博士 外敷氏の講演 あ り尚ほ特別講演 と して小南,正 路,越

智三 博 士 も出演 ぜ らるるよし,申 込期 日は七 月二十五 日,會 費金六圓な り.
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